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子ども医療費無料化を求める北海道ネットワーク

８月１９日、「子ども医療費無料化を求める北海道ネットワークと同

＠さっぽろ」は、札幌市中心街で、中学卒業までの無料化を求め

て、宣伝・署名行動をしました。約２０人が参加し、母親や教員、保

育団体の代表がマイクを握り、子ども医療費の負担が大きく、治療

を制限している実態に触れ、制度の充実を訴えました。

ネットワークは、昨年から北海道に対して、全国最低水準（外来：

無料は2歳まで）の子ども医療費制度の拡大を求めて知事への要

請署名を呼びかけてきました。また、札幌市の子ども医療費助成制

度は、外来分は、小学校１年生までで、小学２年生からは、大人と

同じ「３割負担」です。全国２０の政令指定都市の中でも最低レベ

ルです。そのため、ネットワークでは札幌市長に対しても、「せめて

中学校卒業まで無料に」することを求める署名を始めました。

署名に協力してくれた子どもづれの母親は、「道外から札幌にき

たが、子ども医療費でお金がかかるので驚きました。市の担当者か

らも、『がっかりしたでしょ』と言われましたよ。頑張ってください」と話

していました。当日、署名は４０筆集まりました。

北海道新聞の報道（8/24・右写真）では、札幌市が

2019年から、医療費助成を小学2年生まで拡大する方

向とのことです。2018年度から小学1年生へ助成が拡

大しましたが、余りにも対象が狭く、拡大をしてほしい

との声は強く、来年の市長選挙に向けて実績作りを

狙ったものと見られています。
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ワーク事務局長：油石奈々子さんの談話
まだ報道のみですが、札幌市が助成拡大を考えて

いるのは大変うれしく、私たちの助成拡大を求める運

動や多くの市民の声が反映したものではないでしょう

か。1学年４億円と言われる費用は、今年の１年生への

拡大の予算でも、子どもの減少などもあってそれほど

かかっていません。多額の費用がかかるわけでもな

く、子どもは社会の宝物です。子育てしやすい札幌に

するため、中学生までの助成拡大を決断していただ

きたいと思います。
９月１１日（火）札幌市長へ助成拡大の申し入れをします。


